





























































































































があります」（GregoryBateson, Steps to an Ecology of Mind) 
2. 「横断的（transversally）に考えなければなりません」（FelixGuattari, The 
Three Ecologies) 





























































































































『源氏物語』とディスプレースメン卜 （TheTale of Geηji and Displacement) 
言い替えると、『源氏物語』はモノカルチャーとは常に違う次元に動いてい
ると思います。様々な要素が多元的に織り込まれていて、モノカルチャーの一
つのデイシプリン（例えば「文学作品」）として扱うと排除されてしまうもの
が多くなって、テキスチュアル・ヴァオレンス（textualviolence）とでもいう
現象が起こります。これは環境に対するヴィオレンスに似ています。『源氏物
語』のどの部分を見ても、ディスプレースメントの装置が働き、語りの姿勢は
常に単一的な、総体的に支配出来る読みを拒もうとしています。『源氏物語』
からいくつかの例を簡単に上げてみましょう。
1 .時間のdisplacement：始まりと終わりがない。物語がいつ始まって、いつ
終わるかがはっきりしていません。「きりっぽjの巻の冒頭の「しEづれの御時
にかJで物語は一旦始まりますが、それははっきりとした時間的な始まりでは
ありません。むしろ、それは語りの始まりにすぎないです。さらに、次の「は
はきぎ」の巻に来ると、「雨夜の品定め」の場面の三人の登場人物による「語
り」が繰り広げられます。その語りの中の語りには後に出てくる人物が示唆的
に登場します。物語が常に「ははきぎ」の始まりを振り返りながら進んでいき
ます。「きりっぽ」の光源氏の血縁的な生い立ちが「ははきぎ」の複数の語り
にディスプレースdisplaceされてしまうと言えないでしょうか。それと同じよ
うに、『源氏物語Jのテキスト全体はモノカルチャー的な読みをディスプレー
スして行くはずです。
?????
?
2.系統のdisplacement：光源氏のライン（家系）は一応政治的には成功する
と言えるかもしれませんが、物語はその主流が作り出す非主流派のほうに焦点
を絞って行きます。光源氏自身もそうだ、ったし、頭の中将のラインも、八の宮
のラインも特にそうですし、常陸の宮もそうです。「竹川jの巻きはそのこと
で有名です。
3.「ゆかりJと言う言葉：「ゆかり」もディスプレースメントの働きを表し
ています。英語ではsubstitutionという風に訳することもありますが、
substitutionの場合は誰の立場から入れ替えが行われていることが大事になりま
す。一方、「ゆかり」の場合は必ずしもそうではなくて、見ている立場が安定
していない場合もありますし、入れ替えと言うより重なるということのほうが
多いような場合もあります。それは、例えば、紫の上と藤査やーノ宮と二の宮
を見れば分かると思います。
4.語ることと書くこと：最後に、『源氏物語』の中には書く行為、あるいは、
描く行為が非常に大きな役割を果たしています。浮舟の場合はそれが特に目立
ちますが、玉撃の場合もそうですし、柏木、六条御息所、明石の上の場合もそ
うです。書く行為それ自体は近代国家においてはいわゆる「内容」の為に抹殺
されていきます、いや、抑圧されていると言っていいかもしれませんが、書く
レベルを生かすといわゆる内容がディスプレースされることがあったり、内容
の定義が非常に難しくなったりします。浮船の手習いの場面は特に目立ちます
が、そこでは誰にともなく書くという行為を示すことによって、内容を伝える
という行為が非常に複雑に描かれています。同一線上で考えれば、「宇治十帖」
もそれまでの物語をディスプレースすることになります。この場合、ディスプ
レースするということは前のものを否定するという意味では決してありません。
書く行為がもたらしうる「意味jを違う次元にするということです。
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このように『源氏物語』の不安定さとでも言うべきものを読み取って行く作
業は、メンタル・エコロジーと深く関係していると思います。ディスプレース
メントの働きの為、安定した状態が継続することはほとんど不可能になるわけ
です。言い換えれば、『源氏Jは、どの部分を見ても、境界線をはっきり描く
ことが出来なくなるように出来ています。はっきりしたボーダーがない限り、
自分と他者の区別が二項対立的ではなくなるはずです。そう考えれば、『源氏
物語jは反戦争の立場に存在していることにならざるをえないことになります。
本居宣長が主張していた「ものの哀れを知るJはこのように解釈できるかもし
れません。宣長が示唆的に言っていたように、『源氏物語』が近代国家のナシ
ョナル・アイデンテティーのシンボルとは程遠いところに存在していることは
確かのようです。
今日の私の話は、所詮海の向こうからやって来た外来種の戯言に聞こえるこ
とでしょう。そして、そのこと自体がこうした議論をすることの難しさを物語
っているのかもしれません。しかし、少なくとも岡田リチヤード英樹という外
来種は、在来のものを絶滅させて、モノカルチャーの状態にするつもりではな
いのです。多くの人々がいうように「物語」という行為からすべてが始まると
したら、我々は何かを常に物語るしかないですね。ただ、その際、『源氏物語J
のように、始まりも終わりもない語りにしなければなりません。そういう語り
こそエコ的な語りになり、人々のメンタル・エコロジーのためになると思いま
す。
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